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this principle 
is -e£~cti vely -used ·to

 
encourage 

thrift: an
d

 is capable 
o

f 
v-ast: extension. · 

L
iable to 

great abuse, therefore to 
be used 

w
ith

 utm
ost circum

spectioi1; it seem
s 

d.estin~d' pow
erfully to 

aid the 

grow
th 

o
f povidence. 

T
he em

ergence o
f these three 

principles~risque 
professionnel, 

actm
irial 

adn1inistration 
o

f pro-. 

vidcnt funds, social: liability for 
a share of costs 

in
 certain form

s 
o

f 
providence-_ ·represents 

im
m

ense 

p1·ogress. 
T

hey require governm
ent regulation· and· supervision 

o
f 

provident funds 
to 

assure safB
ty 

and 
m

ake them
 fully E

nective. · T
h

eir fu
rth

er developm
ent an

d
 w

ider application m
ust therefore con-

tract th
e scope o

f cbf:;rity, 
expand that o

f providence: an
d

 so secure 
for_ an

 
increasing proportion o

f 

people a safe an
d

 secu:ze 
basis o

f independent existence: -
T

his-·i; .. sqpplanting negative w
ith positive social 

forces. 
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滑
品
位
‘
滋

J

裁
民
一
蹴
，
い
て

がんーがッ伽叫が
J

的

宇

宙

構

造

設

に

流

れ

入

つ

と

U
w
i
ド

J?と
、
シ
ユ

;
h
h山
1

F

「
F

b

，・

九
ピ
リ
チ
ス
ム
ス
す
ヅ
カ
山
山
チ
ス
ahλ

℃
、
正
し
〈
心
議
説
や
際
抑
制
数
の
中
に
入
つ

℃

了

う

乙

と
止
な
っ

た
ιーー

タ
イ
ン
が
逃
べ

℃
ゐ
る
如
〈
、
心
理
事
に
於
い
℃
も
、
総
犯

ι

賢
乞
一
お
ふ
之
、
精
な
意
識
必

の
で
ゐ
る
。

怠
誠
一
之
一
五
ム
や
う
な
粋
秘
的
な
も
の
が
存
し
℃
、
む
る

ず
し
て
-
本
来
紳
秘
的
立
も
の
で
は
な
か

つ
.
党
、
否
、
肺
秘
的
の
も
の
と
せ
ゃ
う
と
云

p
m
考
か
、
り
鵡

っ
た
も
の
で
は
な
わ
っ
た
の
で
わ
る
が
ー
そ
れ
が
、
綾
他
心
理
の
研
究
者
や

-m謂
心

強

の

腕

宛

殺

に
よ
っ
て
、
段
々
強
妙
不
可
思
議
な
働
ど
錯
す
も
一
の
と
考
へ
ら
る
〉
や
う
に
な
っ
た
の
で
わ
る
。

. 、、

れ
て
、
潜
在
意
識
は
第
四
の

識

の

注

し

協

は

ね

路

氏

述

し

、

現

貨

な

る

意

識

の

鋳

し

能

は

ね

事
t
乙

潟

す

乙

と

が

出

来

る

ど

ま

5
5
8研一
c
p
b
包

議

ヒ

て

働

く

乙

と

が

出

来

る

の
3第

四

の'

U52ω
ザ
ロ
と
が
結
び
付
け
ら

殊
に
興
味
の
あ
る
の
は
、
潜
在
意
識

l
ι
v
p
g
g
主石臼注目別

か
ら
し
℃
、
現
貨
な
る
怠

司圃・開園

で
倍
、
ぜ
ら
る
〉
に
至

っ
た

乙
?
乙
で
あ
る
。

司.

笹倉輔

健庫副曹

か
、
と
は
近
戒
心
迎
感
者
に
よ

つ
℃ 

瀦

在

意

識

と

云

λ
も
の
が
、
来
し
℃
存
し
℃
ゐ
る
で
わ
ら
う

で
あ
る

i
↑
想
像
し
て
は
、
一
な
ら
ね
。

〉
わ

wo
が、

3
b
と
℃
、
潜
在
窓
識
な
る
も
の
を
以
つ
℃
抵
比
起
っ
た
も
の

‘
一
一
閥
、
滞
在
窓
識
と
一
流

p
m
考
の
萌
官
庁
は
一
近
世
智
撃
に
某
の
端

頒
与
に
論
…
ぜ
ら
れ
つ

を
後
し
、
そ
れ
よ
A

り
心
溜
mm十
の
中
氏
入
つ
℃
来
た
も
の
で
司
わ
る
、
訪
れ
ば
泌
在
意
識
を
説
く
所
の

人
々
に
於
い
℃
潜
在
意
識
其
の
物
が
現
は
れ
た
詳
で
は
な
い
、
否
、
滞
在
意
識
の
根
本
の
考
へ
は
、

り
ぬ
け
一
円
0
・
凶
句
。
旬
。
。
〕
V
H
H
O

ロ∞

か
に
現
は
れ
℃
来
た
も
の
と
一
試
は
診
る
を
符
な
い
の
で
ゐ
る
。

で
以
℃
意
識
を
説
明
せ
ゃ
う
と
し
た
、
ク

イ

グ

ツ

?
に
於
い

τ始
め

℃

明

浜
し
℃
来
た
催
経
を
略
言
す
る
之
、
始
め
に
は

で
、
潜
在
意
識
な
る
概
念
の
殺

ゼ
ア

ι
コ
シ
シ

γ
一ス

宮内
0
0句
片
山

0

5

1

乙
し
て
知
ら
れ
、
次
に
無
意
識

旬
。
民
件
。
ω

、

(
鼓
に
無
窓
識
と
一
括
ふ
の
は
、
心
理
率
的
意
義
で
一
訴
ム
の
で
、
ハ

ノ1>'

ト

Eマ

ν
誌
の
形
而
上
態
。
的
意
義

で
云
ム
の
で
は
な
い
。

A

Y
ト
V 弓守

ン

の

無

意

識

r三
百
よ
の
は
、
高
有
の
本
源
た
る
腕
の
絡
調
で

主一引っ
℃
、
無
機
関
ダ
、
有
機
関
抑
は
勿
論
、
心
的
住
活
の
中
に
於
い
℃
も
働
い
℃
は
ゐ
る
が
、
直
接

K
者
々

の
意
識
に
は
上
ら
判
所
の
カ
で
あ
る
〉
と
な
A
P
、
近
比
に
去
っ
て
、
熔
在
意
識
一
之
総
へ
ら
る
〉
ゃ
う

に
な
っ
允
の

で
あ
、
る
9

が
〉
る
関
係
一
の
存
じ
℃
ゐ
る
の
で
ゐ
る

か
ら
‘
潜
在
意
識
を
論
ず
る
に
先
ち
J
Y
イ

ク

ツ

ツ

の

'-cゴ
“' c:+ 
..~・
('-t-
ダ守、 ‘ 
VJ 

'甘
<i> 
H 
ぐ3
(D 
-・4...... 
Fト

・-・
8JJ-
m 

少

し

く

話

準

の

歴

史
を
忠
一
'
P
A
だ
も
の
は
、
何
人
も
知
る
が
如
く
ー
フ
イ
グ
ュ

y
は

ほ

o
g
ω
2
1乙
秘
す
る
形
而
率
的

の
原
子
で
以
つ
℃
高
清
伝
説
明
せ
ゃ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
)
英
の
氏
。
口
弘

8
な

る

も

の

は

表

に

就

い

℃

一
言
す
る
も
、
決
し
℃
無
盆
の
事
で
は
な
い
。

ヅ

、
Jぷ
‘
 

、守

f.
l

t

 
-写?
 

i

z

 

t司
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滞
在
・
怠
識
に
説
い
て
目
句

3i 
七

、
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泊
先
い
品
川
識
に
拾
い

象
カ
で
、
表
象
す
る
の
が
認
の
本
援
で
わ

b
認
の
活
動
一
で
わ
る
と
乙
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

て

五
八

士官・

.q

，、

un
ヵ

民
0
5
ω
gの
表

象

カ

に

無

限

の

階

段

が

あ

っ

℃
、
最
下
飢
艇
の
者
に
な
る
と
、
不
明
断
な
無
意
識
的
表

仇
却
を
生
ず
る

h

よ
ち
以
上
の
活
動
を
錯
し
符
な
い
の
で
わ
る
。

そ

れ

よ

h
，
表
象
力
が
進
ん
で
怠
識
的
成
脱
却
一
ー
し
な

b
、
部
惨
な
作

λ

云
は
M
-

失

紳

を

し

℃

み
る
・
ρ
、除

ヶ
q
『

e

J

J

・-t

践
し
℃
ゐ
る
も
の
で
わ
る
。

に
一
去
る
之
単一門
O
口
史
凶
O

ロ

は
一
議
魂
1

乙
一
式
ム
名
を
符
、
而
し
て
そ
れ
が
自
意
識
乞
有
し
、
細
部
性
b
b
有

す

る

-

5

1

p

白

川

』

'

高

品

v

h

比
一
安
る
之
一
約
制
『
乙
制
御

へ
ら
る
〉
に
.
笠
る

の
で
あ
る
。

然

し

上

級

は

慌

に

下

級

を

包

合

し

℃

hω

る

の

そ

ゐ

る

か
ら
、
精
紳
の
中
に
も
幾
多
の
不
明
附
な
』
不
分
明
な
求
仏
泌
が
ぶ
し
℃
ゐ
る
の
で
わ

る
1') 

此
の
不
明
断
、
不
分
…
一
一
切
な
表
象
が
邸
ち

M
V
O
R
g

唱。同一
g}色。ロ
ω

f

乙
呼
ば
る

〉
叫
仰
の
も
の
で
わ
る
υ

フ
イ
グ

ツ

ツ

は

之

を

説

明

す

る

に

議

獲

を

以

℃

し

た

ば

《

吾

々

が

海

岸

に

於

い

℃

聴

く

所

う

お

均

投

印

h

ゆ
る
も

〆
'tv

、
ぜ
，
巴
唱
』
‘

aF-

、

1

の
は

o 

つ
の
浪
の
管
の
重
な
っ
た
も
の
で
わ
る
。

!究
カ〉

F胃町会

つ

つ
の
協

M 

の
4

品
目
は
小
山
ぷ
く
し
℃
一
世
々

の

耳

に

聡
b
d

収

る

乙

と

の

出

来

な

い
も
の
で
み
る
。

然
る
に
、
業
の

r， .;.:;..;.....r:.~晶圃

~ 

い
浪
の
一
背
が
誼
な
る
之
、
耳
打
包
協
同
す
る
ば
か

b
の

段

々

た

る

持

獲

と

な

る

の
で
わ
る
。

つ

つ

の

浪

の

お

必

す

成

設

は

弱

く

し

て

且

つ
錯
乱
し
、
減
ず
る
乙
と
の
出
来
な
h
v

小
w
d

い
表

象
(
官
民
件
。
u

山口

o
o
g
u
u

上
る
の
で
あ
る
之
。

'・‘・

ぬ
の
〕
U
0
5
2
M
V
R
o
o母
国
切
な
る
も
の
は
、
英
の
根
本
忠
棋
に
於
い
℃
は
索
よ

b
形

而

上

率

的

考

緑

よ

b
出
て
来
た
も
の
で
わ
る
が
、
そ
れ
が
少
な
か
ら
ず
近
世
心
糊
仕
事
の
上
に
影
響
を
典
へ
℃
、
無
認

一
減
、
委
し
く
一
氏
ム
t
乙削減
ω

窓
識
的
精
柳
生
活
』
r二
百
ム
'
概
念
と
な

b
、
幾
多
の
心
理
事
者
に
よ
っ

℃ 

説

…
明
上
の
仮
設
之
じ
℃
採
用
せ
ら
る
〉
に
去
っ
た

の
で
あ
る
。

刃
向
主
と
し
℃
悩
撲
協
心
理
弟
の

-
E
e
r
-
τ

，
 
•• 

‘

.
4
a
l
 

方

耐

よ

b
、
無
怠
識
な
る
も
の
が
潜
在
意
識
と
呼
ば
れ
、
現
実
な
る
意
識
の
下
に
潜
ん
で
不
可
瓜

議

な

作

用

k
必

ず

所

の

第

二

之

我

之

考

へ

ら

る

〉

や

う

に

な

b
、
異
常
な
紛
糾
現
象
は
も
と
よ

-
9
、
あ
ら
ゆ
る
精
紳
生
活
乞
之
で
以
℃
説
明
せ
ゃ
う
‘
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

4
 

• 

信官電ヨ『

包£羽

田 E噌

滞

在

怠

識

な

る

も

の

〉
成
立
の
尚
戒
は
略
、
前
に
述
べ

な
る
理
由
、
如
何
な
る
来
賓
の
上
に
主
張
せ
ら
れ
つ

に
就
き
次
を
縫
う
て
之
を
検
討
せ
ゃ
う
。

か
一
如
く
で
あ
る
が
、
3
て
、
そ
れ
が
今
如
何

‘，h
h

〉

O

〉

法
u

石
カ

乙
れ
よ
λ
y
、
誌
の
主
要
な
る
結

♂
 -E ，

 
，
 

，〆"、旬、

~ 

、明伊/

例
川
在
意
識
の
存
在
を
主
張
す
る
人
々
は
、
腕
謂
二
重
人
格
な
る
も
の
を
以
つ
℃
共
の
設
友

y
ァ
ー
で
も
、
V

ダ

イ

ス

で

も

ピ
ー
ネ
ー
で
も
、
ジ
-γ 

〆t・

で
も
プ

ツ

A
U
 

F
O
 

ーι
な

お

う

と

し

て

ゐ

る
i

制

市

在

滋

識

に

就

い

て

，

ヨ1
3し



GO 

三
一
清
一
旗
滋
誠

t

ド

い

続

い

て

白

t

u

，

;

旬

、

、

六

O

皆
7

ぞ
れ
で
あ
る
。
一
間
)
二
重
人
格
と
時
ば
る
〉
紋
態
ト
に
は
、
ニ
つ
の
場
令
が
あ
る
。

っ
し
の
人
格
が
交
々
混
は
れ
る
之
云
よ
場
合
で
、
一
つ
は
一
一
つ
の
人
格
が
問
川
崎
h
k
h

現

は

れ

る

之

云

一
つ
は
ニ

、，笹山場
A
V
r
で
あ
る
。

前

者

は

例

へ

ば

シ

1
1
ダ
}
、
ア
オ
シ
、
デ
ア
、
ゴ

者
の
ゐ
如

3
削
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
同
患
者
は
、
わ
る
日
限
一
見
の
後
、
舞
踏
約
一
的
混
勤
右
越
し
、
手
を
調

子
よ
く
左
右
、
代
打
振
っ
て
ゐ
た
が
、
必
ず
時
間
も
た
つ
と
我
に
腕
つ
℃
会
く
子
供
の
や
う
な
振
侃
併

を

す

る

や

う

に

な

っ

た

ρ

翌
日
に
な
っ
て
、
感
翠
が
屡
起

b
、
そ
れ
が
絡
る

ι分
別

の

よ

い

一

少

女

と

な

b
d一
一
悌
訟
も
話
せ
ば
抑
制
逸
話
も
認
し
、
物
知

b
な

る

乙

と

ど

示

し

花

。

が

、

す

で

前

の

日

の

前
中
は
少
し
‘
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ト
ヴ
ん
に
反
し
℃
子
供
之
な
っ
た
時
に
は
一
以
前
の
子
供
に
な
っ
た

日
の
事
を
よ
く
記
憶
し
て
ゐ
た
と
一
五

λ
乙
1
乙
で
あ
る
。

ユ
.
レ

Y

ク
が
取
扱
っ
た
と
一
お
よ
ヒ

ス
ア
リ
ノ
!
忠

終
夜
窓
識
を
採
る
人
の
設
別
に
よ
る
之
、
か

ず
に
存
す
る
所
の
、
第
二
の
一
意
識
.
郎
ち
糖
庄
意
識
な
る
も
の
が
主
p・p
・-

h

な

っ

て

現

は

れ

た

の

だ

之

ノ
l
T
W

〉

る

現

象

は

、

正

常

の

紋

態

に

於

い

℃

は

意

識

芯

れ

一区，
p

ム
の
で
み
る

0
4

令、

y
ァ

が

渠

の

n
6
8
u
o思
OMIozvuv
の

中

に

例

に

引

い

℃

ゐ

る

バ

1
ク
ヲ

1
ス

の
γ

場
合
の
如
き
も
の
で
、
わ
る
ρ

バ

ー
ク

r
y
l
λ

は
熱
心
に
談
、
認
を
し
な
い
が
¥
b
計

鋒

を

す

る

乙

と
が
脱
水
ゆ
だ
と
一
五
ム
の
で
あ
る
。

hv
・

川

J

d
フ
ー

y
ア
は
之
に
一
就
い
て
が
う
公
ム
'
℃
い
わ
る
。

バ

ー

グ

ヲ
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ι ‘ 

ー
ス
は
計
算
の
際
・
計
算
し
つ
戸
わ
る
と
一
五

λ
窓

識

を

有

し

℃

ぱ

わ

な

い

が

、

然

が

し

之

を

錦

す

が

ら

代

は

、

数

の

記

憶

が

存

じ

℃

ゐ

な

く

て

は

な

ら

ね

。

-

び

れ

ば

計

銭

ど

す

る

の

は

第

二

の

意

識
で
わ
っ
℃
談
話
は
第
一
の
意
識
で
之
一
を
行
ム
の
一
で
み
る
と
。

い
℃
は
最
日
ヤ

φ
ー
ム
，
の
徐
地
は
な
い
。

L
5
事

3
こ
党

〉
詩
斗
宝
、
・

f
l
J
h

階
、
議
論

所

誠

二

重

人

格

t
m
也
、
b
る

の
存
ず
る
所
は
、
が
〉
る
率
制
一
一
見
ど
基
礎
と
し
℃
ス
プ
ッ

ソ

ア

等

の

考

へ

る
や
う
に
、
人
間
の
人
格
と

一一A
ぶ
も
の
は
、
寄
々
の
怠
識
に
は
統
一
し
た
も
の
と
や
う
に
見
え
る
が
、
其
の
賞
、
少
な
く
も
二
つ

の

明

か

に

分

つ

乙

と

の

出

来

る

人

格

わ

ら

出

来

℃

ゐ

ι、
而

し

℃

各

の

人

格

が

ぞ

れ

自

づ

わ

ら

の
記
憶
を
有
つ
℃
ゐ
る
、
1
乙
見
、
り
る
べ
主
も
の
で
ゐ
る
が
、
否
ゃ
に
わ
る
。

一
憾
盤
情
M
v
ω

迎

唱

の

上

で

二

霊

人

格

と

一

お

ふ

は

、

決

し

℃

意

識

を

有

す

る

も

の

が

二

の

も

あ

る

ι一対
λ
認

で

は

な

い

。

喰

話

口

々

の

唯

一

の

意

識

が

二

つ

の

人

格

ιし
℃

現

は

れ

る

と

公

ふ

に

遜

ぎ

な

い

の

で

あ

る

-

然

る

に

滞

在

意

識

を

主

張

す

る

人

は

、

之

を

以

っ

て

意

識

其

物

が

ニ

つ

k

の
っ
て
、
そ
れ
が
各
の
人
格

ιな
っ

℃

現

は

る

も

の

と

考

へ

℃

む

る

の

で

わ

る

。

常
滑
一
容
'
怠
識
に
続
い
て
'

悲
し
吾
々
の

61. 

川
ハ
ョ
吋
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開
閉
格
志
識
に
、
就
ド
ィ
、

意
識
が
こ
愛
人
絡
に
於
い
て
は
ご
つ
の
'
人
格
と
し
℃
現
は
れ
る
が
放
に
、
意
一
識
が
ニ
つ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
一
ス
ム
な
ら
げ
、
依
脱
獄
態
に
於
い
て
陪
示
を
耐
火
へ
る
之
、
人
絡
を
幾
つ
に
も
換
ヘ
る

品、A
'
A

J

f

p
』

崎
国
・

乙

ιが
出
来
る
、
否
、
吾
々
の
意
識
は
常
に
幾
多
の
赴
合
的
人
格
と
な
っ
℃
現
は
れ
る
も
の
で
、
吾

訴

は

調

乎

の

務

る

に

従

ひ

百

合

的

鏡

泊

の

縫

る

に

従

っ

て

経

っ

た

人

格

営

破

る

の

で

あ

る

。

而
し
-
〈
誕
の
人
格
が
共
れ
自
づ
か
ら
の
記
憶
的
結
令
を
有
し
、
英
れ
自
づ
か
ら
の
衝
動
を
布
す

る
の
匂
わ
る
か
、
b
、
窓
織
が
一
幾
つ
も
存
し
℃
む
な
け
れ
ば
な
ら
ね
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
-
尖

の
賢
人
格
の
数
だ
け
の
別
々
の
意
識
が
存
し
℃
ゐ
る
誌
で
は
な
い
-
限
、
一
附

b
意

識

の

中

に

於

け

グ
ル
ー
プ

る
一
内
総
の
闘
が
そ
の
折
々
に
従
つ
℃
換
は
つ
℃
行
く
に
過
ぎ
な
い
の
で
わ
る
。

一
裕
に
於
い
て
も
敢
℃
乙
れ
之
滋

b
は
な
い
。

脱

却

ニ

設

人

要
す
る
に
、
汗
が
病
的
理
白
よ

b
し

て

誇

張

S
れ

た
る
以
館
な
の
に
外
な
ら
ね
の
で
ゐ
る
。
し
℃
見
る
『
乙
‘
所
鵡
二
重
人
格
の
第
一
の
場
合
に
よ

っ
て
は
、
潜
夜
意
識
の
存
在
が
説
明
せ
ら
る
〉
も
の
と
一
一
向
ふ
之
と
は
出
来
ね
。

一
腕
初
二
前
一
人
一
一
格
の
節
ニ
の
場
合

2

も

決

し

て

珍

ら

し

い

も

の

で

は

な

く

、

吾

々

が

常

に

経

験

す

る

一
所
の
も
の
で
あ
る
J

何

人

で

も

あ

る

事

を

絡

し

な

が

ら

他

の

事

を

思

考

す

る

と

一

お

よ

や

う

な

乙
之
の
、
成
る
程
度
設
で
出
来
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
練
習
を
積
む
之
、
ま
す

J
¥
自

動

的

、，.仁:

に
行
は
る
〉
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

て
自
動
的
に
行
は
る
〉
に
去
る
の
は
所
認
初
日
慌
の
訟
別
で
あ
っ
て
、
始
め
に
は
大
脳
の
高
等
中

始
め
に
は
思
慮
を
要
し
た
事
柄
も
、
阪
の
殺
す
る
に
従
つ

板
の
働
を
裂
し
た
も
の
が
、
伝
殺
の
皮
を
重
ね
る
に
絞
っ
℃
、
下
等
中
艇
の
働
で
以
つ
℃
、
足

b
る

バ
ー
ク
ヲ
!
ス
の
計
算
の
場
合
に
.
於
い
℃
も
、
つ
ま

b
反
援
の
結
果
、

自

動

的

に

行

は

る

〉

ゃ

う

K
な
っ
た
も
の
に
外
わ
る
ま
い
。

や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

凶
、
り
れ
ば
、
乙
れ
で
以
っ
て
潜
在
意

戸』、、
_... 
~国身

、‘._/ 一
識
の
存
在
佐
一
一
政
明
す
る
も
の
!
乙
銭
す
乙
I
乙
は
出
家
向
。

才

l
f
マ
チ
ヅ
ク
ラ
イ
チ
ン
グ

究
に
、
約
在
意
識
論
者
の
挨
7

乙
す
る
事
貨
に
、
自
動
的
議
潟
F

乙

都

す

る

断

る

興

味

あ

る

現

象

近
一
比
成
叫
ん
に
行
は
れ
て
ゐ
る
、
グ
ラ

y

y

.1

、F

ト
。

カ
φ

《

7
・

♂

ツ

ト

で

以

つ

℃

自

動

的

に

文

字

を

書

く

一一.~.-.・“‘一一日一時一一-.;--'，~
同v 一 、岳、 巴ー・..，・・ 9 叫'‘ ー・4・4守一・- ーーー ，、， ー・'"ーーザ像、，、'‘、e罰私...司可，.・ .1 ，.-. ぃ

二・、，..-.‘¥-.':、‘・ s 、、
色 、、 包・ ・ 1 

、一一一一 ・ 4・..ι牛. ~ ..一→
" ""¥ け.、

・

が

如

3
、
郎
ち
そ
れ
で
あ
る
。
ム
か
〉
る
現
象
は
如
何
に
し
℃
起
つ
℃
衆
、
る
の
で
ゐ
ら
う
か
。

夜
意
識
論
者
の
一
お
ふ
殺
に
混
食
な
る
怠
識
の
下
に
潤
ん
で
ゐ
る
第
二
の
我
の
倣
で
あ
ら
う
か
。

…
品
川
々
は
し
か
く
信
ず
る
乙
之
は
出
来
山
判
。

1偽

一
憐
、
五
口
々
の
心
に
意
識
の
活
動
が
起
る
之
、
必
ら
ず

一
小
随
説
的
運
動
t
c
な
っ
て
外
部
に
現
は
れ
て
来
る
潜
で
あ
る
。
例
へ
ば
五
口
々
が

0
1
一五

λ
文

字

を

考

へ

て

ゐ

る

之

、

庇

ち

に

運

動

中

枢

ど

刺

激

し

℃

業

れ

に

謝

す

る

身

憾

の

迩

勤

を

惹

起

し

オ
ー
ト
Y

ト
グ
-Y
・1

乙

れ

は

ジ

ャ

ス

ト

ロ

ー

が

容

τ
製

自

動

器

で

研

究

し

た

腕

で

明

か

で

あ

て
戒
ゆ
る
の
で
あ
る

G

潜

一

義

滋

識

に

就

い

て

六一一一

68 



(" 

t)4 

清
志
滋
識
ー
に
就
い
丈

る。

(ο円

.vagic
吋

8
3
p口
角
吋
色
白
山
口
伊
豆
5
H
o
m
V
3・φ
0
4
a
g
o
-
)
w
d

れ
ば
、
苔
々
が
注
意
を
あ
ふ
一
請

に
然
注
し
J

℃
ゐ
る
や
う
な
場
一
九
ー
に
は
何
等
の
意
識
的
一
努
力
な
〈
1
乙
も
宅
英
文
字
の
書
け
℃
来
る

乙
と
の
わ
る
の
は
、
決
℃
奇
卜
と
す
る
に
は
足
ら
ね
ー
然
る
に
プ
ラ
ン
ジ
品
ツ
ト
の
使
用
に
熟
練

し
た
る
人
の
き
口
ふ
所
に
よ
る
之
、
プ
グ
ジ
ジ
品

y
ド
に
手
を
泣
い
て
心
を
鹿
う
し
℃
ゐ
る
之
、
白

づ
か
ら
に
も
絡
が
る
〉
や
う
な
と
ー
に
ま
で
書
け
て
来
る
と
云
ム
の
で
わ
る
。
が
、
乙
は
如
何
に

し
て
柏
崎
る
の
で
わ
ら
む
ノ
h
r
o
i
一
苦
々
は
之
を
全
く
陪
示
作
用
に
基
づ
く
者
に
外
な
ら
ず
『
乙
考
へ

. 、

六
回

で
わ
る
。

は
的
配
が
に
な
る
と
云
ふ
乙
え
を
詑
明
し
た
百
円
0
0
0
白
山
…
ロ
句
。
町
長
0

・E
3
5ロ
moo…o
q

同

5
3
1
t
M
O
E

才

l
ト
ル
'
7
1
Y
た
ス
チ
ヨ
シ

弘

同

o
m
S円o
y
g一
-
日
)
の
で
わ
る
が
、
之
を
以
つ
℃
見
る
と
外
界
よ
ら
の
陥
示
、
お
く
ば
自
己
暗
示
に

よ

b
て
文
字
一
を
書
く
の
で
ゐ
る
け
れ
ピ
も
、
予
が
鵠
滅
的
党
之
な
っ
℃
ゐ
る
か
ら
之
を
戚
ぜ
な
い
‘

の

で

あ

る

。

乙

れ

に

似

て

ゐ

る

も

の

に

デ

l
f
y
ータ

i
日
一
シ
グ

15式
ふ
が
わ
る
。
ア
}
プ
Y
-

才

タ

l
，
ユ
シ
グ
1

乙
云
ム
の
は
人
が
-
手
を
机
の
・
ょ
に
泣
い

JU

一
心
を
込
め
℃
ゐ
る

lc、
机
が
白
づ
か

dv

品
!
ム
ス
一
階
士
は
骨
て
ォ
!
ト
マ
チ
ッ
夕
、
日
y
z
q

チ

シ

グ

の

場

合

に

於

い

℃

は

手

心
を
鹿
う
す
る
の
は
印
ち
防
一
不

3
れ
一
教
b
d

依
践
的
川
態
比
一
泡
い
状
態
に
入
る
の

る
の
で
わ
る
。

日 一~司、・・・-，・，-"ず-..._h、一一， 目 U 町 ー・"、あ い 一一‘一・、，一一也・ F仇ー・~・時‘・ 4・_，..・旬、司b・W 暢句、.噌. . ・M

一、‘ ‘ マ ‘ ‘J ・ 匂宅J 句 。 今 亀 i 寸 t 

十 ‘ 。 、 ;.メ，、‘向、
、、

、 ‘一
1 、

65 

3
4
吋
唱
。
げ
。
H
O
M
U
J
3・
ωωω'ωuu)
知
、
b
ず
識
ら
ず
自
分
で
川
仰
を
動
か
し
J

し
め
る
の
で
あ
る
が
、
之
を

戚
ぜ
な
い
の
で
あ
る
。

自
動
的
書
お
け
持
に
そ
れ
に
似
た
現
象
が
、
如
上
の
理
由
て
以
つ
℃
説
明
治
れ
符
る
も
の
と
す
れ

ば
、
不
可
解
な
る
糖
在
意
識
な
る
も
の
を
採
る
必
要
は
わ

b
は

し

な

い

の

で

わ

る

。

、

(
三
)
潟
在
意
識
論
者
は
、
記
憶
な
る
も
の
は
撚
在
意
識
に
よ
る
に
あ
ら
去
れ
ば
説
明
す
べ
か
ら

診
る
も
の
、
絞
っ
℃
、
記
憶
の
存
す
る
と
と
は
、
常
在
意
識
の
存
す
る
乙
之
を
詮
明
ず
る
者
と
考
へ

℃
わ
る
の
で
わ
る
。
成
程
、
再
々
の
記
憶
に
於
℃
は
心
的
一
一
閃
・
経
験
が
い
づ
れ
の
践
に
か
保
存
せ
¥
b

れ
、
而
し
℃
そ
が
再
生
す
る
や
う
に
見
え
る
の
み
な
ら
ず
メ
ヌ
プ
ト
、
エ

i
ピ

ン

グ

の

研

究

し

た

イ

Y
?
な
る
者
は
、
精
品
仰
が
催
眠
朕
態
に
在
る
問
に
は
?
ヂ
ア
1
Y
の
歌
を
歌

λ
た
t
p
す

る

乙

と
が
出
来
た
の
で
ゐ
る
が
)
以
か
し
、
再
び
其
の
朕
態
に
入
る
ま
で
は
、
自
分
の
処
し
た
事
に
就
い

て
何
等
の
意
一
識
を
も
有
っ
て
む
な
か
っ
た
、
と
云
ふ
や
う
な
事
資
の
存
す
る
所
を
見
る
と
、
記
憶

は
滞
在
意
識
に
於
い
℃
保
存
一
ヨ
れ
℃
ゐ
る
の
で
あ
る
I
」
云
ム
、
潜
在
意
識
論
者
の
主
張
が
一
総

滋

迎

あ

る

が

如

く

に

思

は

れ

な

い

で

は

な

い

J

然

か

し

此

の

場

合

に

於

け

る

幣

在

意

識

な

る

ト
メ
シ
タ
作
ヂ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
メ

も
の
は
-
多
く
の
心
迎
事
者
が
記
憶
を
説
明
す
る
に
限
っ
て
ゐ
る
心
的
傾
向
と
同
と
く
づ
ま

b

治

省

滋

綴

じ

就

い

て

ノ、

:1;. 
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へ
品
ア
チ
ン
グ
が
彼
の
心
理
皐
の
一
中
に
識
べ
℃
ゐ
る
、
吋
物
的
現
象
の
系
列
は
突
然
止
ま
る
乙

E

と
な
ぐ
じ
℃
大
脇
の
現
象
の
形
に
於
℃
引
絞
い
℃
ゐ
二
λ

一
の
に
、
心
的
現
象
の
系
列
が
突
然
止
ま

・9
、
戒
は
先
、
だ
っ
所
の
同

b
性
伎
の
現
象
に
よ
っ
℃
規
定
当
れ
ず
し
℃
、
恰
か
も
魔
法
に
よ
れ
る

が
如
く
始
ま
る
乙
一
と
は
許
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
云
よ
や
う
な
、
心
的
生
活
辿
綴
の
背
事
的
一
副一現

踏
に
サ
溶
い
℃
ゐ
る
の
で
あ
っ
℃
、
現
貨
な
る
事
資
共
物
に
悲
づ
い
〈
む
る
も
の
で
は
な
い
。

資
な
'
那
賀
の
一
不
す
所
に
よ
る
之
、
心
的
泊
殺
は
大
脳
の
遇
税
が
あ
っ
て
そ
れ
で
以
つ
℃
起
つ
℃

来
る
の
で
わ
る
J

例
へ
ば
、
嘉
一
々
が
外
物
を
知
一
党
す
る
や
う
な
場
合
に
は
、
成
官
に
受
け
た

L

刺
激

が
締
法
せ
ら
れ
℃
大
脳
の

mm
勤
を
鵡
し
、
而
し
℃
知
覚
作
用
が
始
め
℃
鵡
つ
℃
来
る
の
で
あ
る
。

し
℃
み
る
と
-
心
的
現
象
は
回
一
七
性
質
の
現
象
に
よ
っ
℃
規
定
当
れ
ず
tι

も
、
恰
か
も
魔
践
に
よ

れ
る
が
如
く
、
始
ま

b
得
る
去
一
一
一
で
あ
る
と
一
お
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね

J

記

憶

の

場

合

に

於

て

も

然

b
で
、
決
し
℃
過
去
の
経
験
、
が
府
在
滋
識
に
依
存

3
れ

て

お

る

の

で

は

な

い

。

峨

渇

去

の

経

験

が
大
賊
の
分
子
活
動
の
初
日
慣
と
し
て
保
存

3
れ
℃
む
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

(
o
m
一
区
間
守

一
品
。
吋
ゲ

2
m
u
Q
B戸
山
M
治
的
。
伝
吋
同
〉

d
o
f
H
c
m円

OHm-
日時』
ωω
中
・
)

パ
λ
十
ネ
λ

ジ
ヂ
ス
は
記
憶
b
L

以
っ
て
、
恐
去
の
経
験
の
再
生
で
は
な
く
し
℃
、
治
去
の
も
の
た
る
の
性
伎
を

有
す
る
現
一
貫
な
る
現
在
の
経
験
で
あ
る
。

ι考
へ
、
隠
し
℃
過
去
共
物
は
現
在
の
析
町
川
町
意
識

部
分
、
て
ゐ
っ
て
、
業
の
中
に
白
づ
わ
三
-b
の
・
現
花
の
経
験
が
投
出
せ
ら
る
〉

の
内
容
に
於
け
る

の
で
あ
る
之
な
し
、
此
の
投
出
作
用
を
殺
す
も
の
が
却
す
っ
滞
在
意
識
で
占
の
る
(
0
戸
田
日
♂
吋

y
o
p
w
l

ら

or句
。
吋
∞
口
銭
円
丘
一

gu
忘
-
M
N
仇
a
H
M

一
∞
)
?
と
考
へ

た
の
で
あ
る
が
、
然
か
し
、
乙
れ
は
外
物
の
知
慌
に
於
い

J

し
、
之
を
外
界
h
M
h

投
出
す
る
作
用
を
殺
す
も
の
は
滞
在
意
識
で
ゐ
る
之
の
考
と
同

b
く
、
心
理
皐

上
恭
認
す
ぺ

か
ら
止
る
も
の
で
あ
る
。

何
ん
よ
日
な
れ
ば
同
想
の
遇
税
に
於
い
℃
は
、
自
づ
カ〉

b 

の
現
夜
の
経
験
げ
が
滞
在
意
識
の
作
用
に
よ
っ
℃
現
在
の
主
制
倒
的
過
去
の
中
に
投
出
せ
ら
る
》

フ
ア

t
リ
ア
リ
チ

l

の
で
は
な
く
し
て
、
表
象
の
内
家
、
親
知
の
成
及
び
内
容
に
件
ム
聯
想
に
よ
っ
て
、
印
ち
滋
賀
い
な
る

一~一 _ _ " v~'. ー-..ι-......._-俳句 … 円、一…
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、
意
識
作
用
に
よ
っ
℃
、
過
去
之
の
関
係
が
付
せ
ら
る
〉
比
一
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
c

し
て
み
る
Iι

、
記
憶
の
事
貨
を
以
っ
て
、
滞
在
怠
識
の
存
在
を
絞
朋
せ
ん
乙
e
I
乙
は
、
会
然
不
可
能
で

わ
る
!
三
百
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

(
問
)

4
4
 

本
能
に
於
い
℃
は
、
目
的
が
怠
識
せ
ら
れ
診
る
に
白
づ
か
ら
目
的
比
一
泊
へ

る
行
動
?
乙
な
っ

‘、 ，- 一一一 一一-， 一.一-司句一 巴掛‘、一4】“ -匂←← 一一-一一占a 

1 ・‘

て
現
は
れ
る
掛
か
ら
、
之
ど
以
つ

然
か
も
乙
れ
謬
一
れ
る
の
甚
じ
き
も
の
!
と
一
お
は
公
る
を
待
ね
)
何
と
な
れ
ば
w

目
的
に
泊
へ
る
行
動

て
滞
在
怠
識
の
存
在
の
溜
尚
之
な

B
A
f乙
す
る
も
の
が
あ
る
。
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潜

在

意

識

に

続

い

て

が
存
す
れ
ば
よ
い
て
、
茶
目
的
ど
思
慮
ず
る
怠
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
一
お
よ
理
由
は
二

か

の

グ

ン

ト

等

が

、

本

能

は

も

と

目

的

乞

意

識

し

た

る

行

潟

で

わ

っ

」ハ入

も

存

b

℃

ゐ

な

い

が
ら
で
あ
る
。

た
が
、
反
覆
せ
ら
れ
遺
体
せ
ら
れ
ー
た
結
果
と
し
℃
、
誕
の
目
的
を
意
識
せ
診
る
に
去
っ

た
と
一
五
ふ

説
は
、
つ
ま

b
は
岡
ヒ
謬
よ
一

b
京
市
た
も
の
1
r
二
百
は
診
る
を
得
ぬ
。

若
し
一
目
的
に
趨
へ
る
行
勃
の

存
す
る
を
以
つ
℃
、
意
識
の
京
一
目
す
る
も
の
と
潟

3

3
る

を

得

ぬ

も

の

と

す

れ

ば

-

摘

物

に

も

意

識

が

あ

る

者
I
乙
鴬

3
ね
ば
な
、
b
m刊
乙
と
に
な
る
の
で
わ
る
む

象

の

刺

激

k
m畑
山
し
℃
、
吾
々
の
眼
に
は
頗
る
織
的
別
カ
を
有
し
、
目
的
に
越
へ
る
如
く
見
え
る
民
総

の
日
畑
地
草
が
太
陽
の
阿
る
に
従
つ
℃
勤

何
I

乙

な

れ

ば

純

物

で

も

般

に

閤

ど

呈

す

る

乙

と

が

出

来

る

わ
ら
で
あ
る
。

例
へ
J

ば
が

の
作
用
で
は
な
く
、
ロ

る

も

の
f
乙
も
見
ら
れ
る
で
は
な
い
か
、
然
わ
し
、
決
し
℃
意
識
わ
っ
℃

品

1
プ
数
授
が
・
説
明
し
℃
ゐ
る
が
如
〈
、
喰
、
物
理
的
化
率
的
過
穏
に
悲
づ

く
が
如
き
は
、
目
的
に
趨
へ

ト
ロ
ピ
ペ
ム

〈

所

の

傾

勤

で

あ

る

の
だ
。
(
Q
h
H
L
o
o
y

。ogMMMV吋注目
4
0
吋
Y
U
H
弘
乞
omU1
え
診
。
M
W吋
M
H
U
H
O
ロ仏

。。g匂
伊
一
吋
mw
民
」
勺
の
吋
ω
u
r

多
OHom吋・

)
3・
H
i
ば
而
し
て
か
〉
る
傾
勤
は
如
何
な
る
有
機
憾
に
も
存
ル
レ
、
そ
が
一
紳
経
系
統
を
共
ふ

る
に
去
っ
℃
ま
す
、
/
¥
複
雑
な
結
果
を
生

b
℃
来
る
の
で
わ
る
。

詮

ず

る

所

本

能

な

る

者

も

傾

勘

づ

の
で
ー
ゐ
る
。

3
れ
ば
-
本
能
代

於
v、

4
A帽

で
は
目
的
を
意
識
せ
ま
る
に
、
白
づ
か
ら
目
的
に
一
議
へ

っ
て
、
府
在
意
識
の
存
在
を
談
明
す
る
も
の
?
と
砂
川
ー
す
乙
と
は
出
来
ぬ
。

る

行

動
1
乙
な
っ

℃

現

は

れ

る

の
故

乞
以

(五)

粉
刷
物
理
事
.
的
資
験
の
結
果
に
よ
る
之
、
刺
激
は

一

定

の

皮

に

法

せ

wり
れ

ば

意

識

に

上

ら

ぬ

所

か

ら

、

識

関

以

下

の

刺

激

は

踏

在

意

識

に

受

納

せ

ら

れ

る

の

だ

之

云

λ
読

が

起

つ

℃
亦
ゆ
だ
。

乙

は

正

し

く

前

に

述

べ

℃
泣
い
た
、
ラ

イ

グ

ッ
，

y

の
匂
O
H
U
O
切
り
2
0
0町
民
O

ロ
ω

九

/
t
と
ト
な
、
J
3
.
)

母

ω
l
タ

F

V

C

で
あ
る
。

か

〉

る

形

而

上

率

的

物

心

弁

行

論

に

於

い

℃
は
、
物
的
過
程
に
は
必
ら
ず
心
的
過
程

ー吋，....~.、 ......._.、~ . .-.-~・・・_-日~._......"、ー

' に・同3 川町! 、4 ・~ ."岳 、 、
、 一一 、 ， 

、、 1 ・
‘白

が
並
行
し
て
ゐ
る
よ
二
お
ふ
の
で
わ
る
か
ら
、
縦
ぴ
意
識
に
は
上
ら
ね
に
も
せ
よ
、
心
的
地
殺
の
存

す

る

も

の

と

潟

3

b
る

を

待

ね

の

で

わ

る

が

、

然

か

し

こ

れ

は

会

く

諮

則

す

べ

か

ら

ま

る

ζ

?
乙

で
あ
る
。
(
o
n
d
♂口

F
の
吋
ロ
ロ
守
山
反
町
3
3
q
oげ
OHom山由、∞・

ω
口
'
3
?
)
3
れ
ば
、
識
悶
以
下
の
刺
激
が
存
す
る

之
一
お
よ
事
買
は
、
静
在
意
識
の
存
在
の
器
切
に
は
何
等
一
の
カ
を
も
輿

λ
る
も
の
で
は
な
い
。

間

以
上
過
ぺ
水
ゆ
っ
允
所
で
、
滞
在
意
識
の
存
在
を
識
別
す
る
に
常
つ

て
、
主
張
せ
ら
る

〉

主

な

る

貼

._.~..，-母宅 .叩舗--ーー吟一日ー一一一一一 宇崎，..._."...-・....偽 .....制 .、一一句 6 ・W 司

、 r

を
‘
検
討
し
，
了
-
っ
た
の
モ
あ
る
が
、
乙
れ
で
見
る

Iι
二

ぷ
れ
ば
ー
潜
在
意
識
之
一
お
ふ
ゃ
う
鼠
念
は
1

必

迎

率

上

に

於

ib
潜

在

意

識

の

存

在

を

詮

明

す

る

に

は

足

69 

、h
f
な

い

の

で

あ
t

る。

開
問
在
、
窓
識
に
統
一
い
て

い

て

は

会

〈

無

yt 
九

?る



:70 

潜
在
意
…
識
に
一
就
い
て

舟
の
長
物
モ
わ
る
。

て

縫

妙

不

可

思

議

の
働
を

米
口
ー
か
〉
る
蹴
念
が
存
す
る
所
わ
ら
、
迷
信
者
流
に
よ
っ

テ
レ
パ
シ
ー

鴻
す
所
の
も
の
よ
L

曲
解
せ
ら
れ
、
給
料
戚
脇
陣
式
天
限
遇
、
天
耳
鴻
も
此

.. ¥1 
o 

用

で

あ

る
?
と
設
で
考

へ
、
ら
る

乃
J

岱
4
K
M
J
W

議拘
J

〓
少

L
判

什

ず

4
2告
別
例
。
一
ヤ
ん

:> 

に

至

っ

た

の

で

み

る

向
に
笑
ム
ベ

品
、
ピ
の
極
で
わ
る
。

多')

3命

苔
々

-i
℃
ふ
も
一
、
あ
る
栂
類
の
精
的
成
際
、
わ
る
紐
類
の
天
眼
議
、
天
耳
・
議
の
存
す
る

然
し
!
助
等
は
決
し
℃
心
強
の
研
究
者
が
考
へ

乙
と
を
侵
宏
一
す

る

いも。
の
で
な
・
い
。

る

や

う

な

性

質

の

も

の

で

は

な

r
f
L

ノ

、

、

/

苫』

T
L
+
4

る

祁

瀬

の

精

紳

戚

熔

は

日

々

に

行

は

れ

て

ゐ

る

も

の
、
で
、
五
日
々
が
A

一
一
同
一
訟
に
よ

b
、

、3
1

来

止

に

よ

っ

て

互

に

忠

恕

戚

情

を

渇

b
つ

に
何
に
も
不
思
議
の
現
象
が
存
し
℃
居
る
諒
一
で
は
な
い
。

〉

わ
る
の
が
そ
れ
で
み
る
。

が
う
一
%
、
ふ
も

の

以

外

刈
レ
シ
ネ

1
シ
ヨ
シ
;

者

し

わ

b
『
乙
す
れ
ば
、
取
幻
究
に
渇

るさf
t な
グv'
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